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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠隔デバイスにより受信およびチューニングされた、周波数変調（ＦＭ）信号に基づく
ラジオ周波数信号（ＲＦ信号）、中間周波数信号（ＩＦ信号）およびベースバンド信号（
ＢＢ信号）のうちの１つを受信する第１の無線送受信機と、前記ＲＦ信号、前記ＩＦ信号
および前記ＢＢ信号のうちの１つは、前記遠隔デバイスから携帯電話機に送信されたもの
であり、
　前記ＲＦ信号、前記ＩＦ信号および前記ＢＢ信号のうちの前記１つを受信し、前記ＲＦ
信号および前記ＩＦ信号のうちの１つからダウンコンバートされたＢＢ信号、および、前
記遠隔デバイスから受信した前記ＢＢ信号のうちの１つに基づいて、処理済ＦＭ信号を生
成するＦＭ処理モジュールと、
　ＦＭ放送局選択データを生成するユーザインタフェースと、を備え
　前記第１の無線送受信機は、前記ＦＭ放送局選択データを前記遠隔デバイスへ送信する
、携帯電話機。
【請求項２】
　携帯電話機信号処理をする携帯電話機処理モジュールをさらに含み、
　前記第１の無線送受信機および前記ＦＭ処理モジュールのうち少なくともいずれかは、
集積回路内に前記携帯電話機処理モジュールとともに集積される、請求項１に記載の携帯
電話機。
【請求項３】
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　前記第１の無線送受信機は、前記処理済ＦＭ信号を前記遠隔デバイスへ送信する、請求
項１に記載の携帯電話機。
【請求項４】
　携帯電話機と、
　遠隔デバイスと、を備えるシステムであって、
　前記携帯電話機は、
　前記遠隔デバイスにより受信およびチューニングされた、周波数変調（ＦＭ）信号に基
づくラジオ周波数信号（ＲＦ信号）、中間周波数信号（ＩＦ信号）およびベースバンド信
号（ＢＢ信号）のうちの１つを受信する第１の無線送受信機と、前記ＲＦ信号、前記ＩＦ
信号および前記ＢＢ信号のうちの１つは、前記遠隔デバイスから携帯電話機に送信された
ものであり、
　前記ＲＦ信号、前記ＩＦ信号および前記ＢＢ信号のうちの前記１つを受信し、前記ＲＦ
信号および前記ＩＦ信号のうちの１つからダウンコンバートされたＢＢ信号、および、前
記遠隔デバイスから受信した前記ＢＢ信号のうちの１つに基づいて、処理済ＦＭ信号を生
成するＦＭ処理モジュールと、を有し、
　前記遠隔デバイスはさらに、
　アンテナと、
　前記アンテナと通信し、ＲＦ周波数をチューニングするチューナとをさらに含み、
　前記遠隔デバイスは、前記処理済ＦＭ信号に基づき音声信号を生成する、
　システム。
【請求項５】
　前記遠隔デバイスは、
　ＲＦ信号を前記ＲＦ周波数で増幅する増幅器と、
　前記ＲＦ信号を混合して前記ＩＦ信号を生成する混合器と、
　前記ＩＦ信号を前記携帯電話機に送信する第２の無線送受信機と、
　ＦＭ放送局を選択すべく前記チューナと通信するユーザインタフェースとをさらに含む
、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ＦＭ処理モジュールは、
　前記ＲＦ信号をＩＦ信号に変換する中間周波数（ＩＦ）混合器と、
　前記ＩＦ信号をＢＢ信号に変換するＢＢ混合器と、を含む、請求項１から３のいずれか
一項に記載の携帯電話機。
【請求項７】
　前記遠隔デバイスは、
　前記ＲＦ信号を混合してＩＦ信号を生成する中間周波数（ＩＦ）混合器と、
　前記ＩＦ信号を混合してＢＢ信号を生成するＢＢ混合器と、
　前記ＩＦ信号の混合された前記ＢＢ信号を前記携帯電話機に送信する第２の無線送受信
機とをさらに含む、請求項５に記載のシステム。
【請求項８】
　請求項４に記載のシステムであって、
　前記遠隔デバイスは、
　前記アンテナと通信し、ＦＭ周波数をチューニングする周波数変調チューナ（ＦＭチュ
ーナ）と、
　前記ＦＭ周波数で受信されたＦＭ信号に基づいて、前記携帯電話機に無線信号を送信す
る無線送受信機と、を備えるシステム。
【請求項９】
　前記無線送受信機は、前記携帯電話機からＦＭチューニングデータを受信し、前記ＦＭ
チューニングデータに基づいて前記ＦＭチューナを調節する、
　請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
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　前記遠隔デバイスは、
　前記ＦＭチューナと通信し、前記ＦＭ信号を、前記ＦＭ周波数で受信する第１のアンテ
ナと、
　前記無線送受信機と通信し、前記無線信号を送信する第２のアンテナと、をさらに備え
る、
　請求項８または９に記載のシステム。
【請求項１１】
　請求項８から１０のいずれか一項に記載のシステムに含まれる前記遠隔デバイスであっ
て、
　前記遠隔デバイスは、
　　前記ＦＭ周波数に対応する、チューニングされたＲＦ周波数でＲＦ信号を増幅する増
幅器と、
　　前記ＲＦ周波数でチューニングされた前記ＲＦ信号を混合して、前記ＩＦ信号を生成
する混合器と、をさらに含み、
　前記無線送受信機は、前記ＩＦ信号を前記携帯電話機に送信し、前記携帯電話機から前
記処理済ＦＭ信号を受信し、
　前記遠隔デバイスは、
　　前記処理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信号を生成する増幅器もさらに含む、遠隔デ
バイス。
【請求項１２】
　請求項８から１０のいずれか一項に記載のシステムに含まれる前記遠隔デバイスであっ
て、
　前記遠隔デバイスは、
　　前記ＦＭ周波数でＲＦ信号を増幅する第１の増幅器と、
　　前記ＲＦ信号を混合して、ＩＦ信号を生成する中間周波数（ＩＦ）混合器と、
　　前記ＩＦ信号を混合して、ＢＢ信号を生成するＢＢ混合器と、をさらに含み、
　前記無線送受信機は、前記ＩＦ信号の混合された前記ＢＢ信号を前記携帯電話機に送信
し、前記携帯電話機から前記処理済ＦＭ信号を受信し、
　前記遠隔デバイスは、
　前記処理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信号を生成する第２の増幅器もさらに含む、遠
隔デバイス。
【請求項１３】
　請求項８から１０のいずれか一項に記載のシステムに含まれる前記遠隔デバイスであっ
て、
　前記遠隔デバイスは、
　　ＲＦ周波数をチューニングするチューナと、
　　前記チューニングされたＲＦ周波数で信号を増幅する第１の増幅器と、をさらに含み
、
　前記無線送受信機は、前記チューニングされたＲＦ周波数で前記ＲＦ信号を前記携帯電
話機に送信し、前記携帯電話機から前記処理済ＦＭ信号を受信し、
　前記遠隔デバイスは、
　　前記処理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信号を生成する第２の増幅器もさらに備える
、遠隔デバイス。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の遠隔デバイスを備えるヘッドセットであって、前記増幅音声信号を
出力する複数のスピーカと、
　前記遠隔デバイスを前記複数のスピーカに接続する導体をさらに含み、前記アンテナは
前記導体に隣接して延びる、ヘッドセット。
【請求項１５】
　請求項１２または１３に記載の遠隔デバイスを備えるヘッドセットであって、
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　前記増幅音声信号を出力する複数のスピーカと複数のイヤホンとの少なくとも１つと、
　前記遠隔デバイスを前記複数のスピーカと前記複数のイヤホンとの少なくとも１つに接
続する導体とをさらに含み、前記アンテナは前記導体に隣接して延びる、ヘッドセット。
【請求項１６】
　前記第１の無線送受信機は、前記ＩＦ信号を受信し、前記ＩＦ信号は、前記遠隔デバイ
スによって受信およびチューニングされた前記ＦＭ信号に基づいており、
　前記遠隔デバイスによって受信およびチューニングされた前記ＦＭ信号は、前記遠隔デ
バイスによって、ＲＦ信号からＩＦ信号にダウンコンバートされ、前記携帯電話機に送信
され、
　前記ＦＭ処理モジュールは、前記ＩＦ信号をＢＢ信号に変換し、前記ＩＦ信号から変換
された前記ＢＢ信号に基づいて、前記処理済ＦＭ信号を生成する、請求項１から３のいず
れか一項に記載の携帯電話機。
【請求項１７】
　前記第１の無線送受信機は、前記ＲＦ信号を受信し、前記ＲＦ信号は、前記遠隔デバイ
スによって受信およびチューニングされた前記ＦＭ信号を含み、
　前記遠隔デバイスによって受信およびチューニングされた前記ＦＭ信号は、ユーザ入力
を介して、選択されたＦＭ周波数にチューニングされ、
　前記ＦＭ処理モジュールは、前記選択されたＦＭ周波数で前記ＲＦ信号を受信し、前記
ＲＦ信号をＢＢ信号に変換し、前記ＲＦ信号から変換された前記ＢＢ信号に基づいて前記
処理済ＦＭ信号を生成し、
　前記ＲＦ信号は、前記遠隔デバイスから送信され、前記携帯電話機によって前記ＲＦ信
号から変換された前記ＢＢ信号に変換される、請求項１から３のいずれか一項に記載の携
帯電話機。
【請求項１８】
　前記第１の無線送受信機は、前記遠隔デバイスから前記ＢＢ信号を受信し、前記遠隔デ
バイスから受信した前記ＢＢ信号は、前記遠隔デバイスによって受信およびチューニング
された前記ＦＭ信号に基づいたものであり、
　前記遠隔デバイスによって受信およびチューニングされた前記ＦＭ信号は、前記遠隔デ
バイスによって、ＲＦ信号からＢＢ信号にダウンコンバートされて前記携帯電話機に送信
され、
　前記ＦＭ処理モジュールは、前記遠隔デバイスから受信した前記ＢＢ信号に基づいて前
記処理済ＦＭ信号を生成する、請求項１から３のいずれか一項に記載の携帯電話機。
【請求項１９】
　前記携帯電話機は、ＦＭ放送局の周波数を選択し、前記選択された周波数を前記遠隔デ
バイスに送信し、
　前記遠隔デバイスは、前記選択された周波数に基づいて前記ＩＦ信号を生成し、
　前記携帯電話機は、前記処理済ＦＭ信号に基づいて音声出力信号を生成する、請求項１
から３のいずれか一項に記載の携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯電話機に関し、より具体的には集積ＦＭラジオ受信機を有する携帯電話機
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消費者は、益々小さな携帯電話機を購入するようになってきた。同時に、消費者は携帯
電話機に多くの機能を持たせたいとも思うようになっている。これら二つの傾向により、
携帯電話機製造業者は、機能を増やすと携帯電話機のサイズを増やす必要があることから
問題に直面する場合がある。
【０００３】
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　携帯電話機はＭＰ３プレーヤ、情報処理端末（ＰＤＡ）、ＷｉＦｉあるいは他のネット
ワークインタフェース、カメラ、ブルートゥースインタフェースおよび／または他のデバ
イスを含みうる。新型の携帯電話機のなかには、ＦＭラジオ受信機が含まれてユーザにア
ナログおよび／またはデジタルＦＭ放送を受信させるものまである。
【０００４】
　多機能の携帯電話機は通常、アナログ携帯信号、デジタル携帯信号、ブルートゥース信
号、ＷｉＦｉ信号および／または他の種類の無線信号を受信するのに多重アンテナを要す
る。携帯電話機がＦＭ受信機を含むとなると、ＦＭ信号を受信するのに適切な次元の別の
アンテナが必要になる。携帯電話機のコンパクトな大きさを考えると、適切なＦＭアンテ
ナを携帯電話機のフォームファクタに集積するのは現実的ではない。よって、典型的には
大きな次元のアンテナを用意して携帯電話機に外付けしている。例えば、ＦＭ受信機をイ
ヤホンに接続するワイヤの隣にアンテナを組み合わせる、および／または走らせるように
している。
【０００５】
　ＦＭ受信機を実装するには多数の方法がある。図示の目的上、スーパヘテロダイン式お
よび直接変換型の送受信機アーキテクチャを簡素化したブロック図について説明するが、
他のアーキテクチャを利用することもできる。図１Ａを参照すると、スーパヘテロダイン
式の受信機１４－１が図示されている。受信機１４－１は、オプションのＲＦフィルタ２
０および低ノイズ増幅器２２に連結されるアンテナ１９を含む。増幅器２２の出力は、混
合器２４の第１の入力に連結される。混合器２４の第２の入力は、参照周波数を提供する
オシレータ２５に接続される。混合器２４はラジオ周波数（ＲＦ）信号を中間周波数（Ｉ
Ｆ）信号に変換する。
【０００６】
　混合器２４の出力はオプションのＩＦフィルタ２６に接続され、ＩＦフィルタ２６は自
動ゲイン制御増幅器（ＡＧＣＡ）３２に連結される出力を有する。ＡＧＣＡ３２の出力は
、混合器４０および４１のそれぞれの第１の出力に連結される。混合器４１の第２の入力
は、参照周波数を提供するオシレータ４２に連結される。混合器４０の第２の入力は、‐
９０度偏移器４３を介してオシレータ４２に接続される。
【０００７】
　混合器４０および４１はＩＦ信号をベースバンド（ＢＢ）信号に変換する。混合器４０
および４１の出力はＢＢ回路４４‐１および４４‐２に各々連結される。ＢＢ回路４４－
１および４４－２は、ローパスフィルタ（ＬＰＦ）４５‐１および４５‐２およびゲイン
ブロック４６‐１および４６‐２を各々含み得るが、他のＢＢ回路を利用することもでき
る。混合器４０は同相（Ｉ）信号を生成して、ＢＢプロセッサ４７へ出力する。混合器４
１は直交位相（Ｑ）信号を生成して、ＢＢプロセッサ４７へ出力する。
【０００８】
　図１Ｂを参照すると、例示的な直接変換受信機１４－２が示される。受信機１４－２は
、オプションのＲＦフィルタ２０および低ノイズ増幅器２２に連結されるアンテナ１９を
含む。低ノイズ増幅器２２の出力は、ＲＦの第１の入力からＢＢ混合器４８および５０へ
連結される。混合器５０の第２の入力は、参照周波数を提供するオシレータ５１に連結さ
れる。混合器４８の第２の入力は、‐９０度偏移器５２を介してオシレータ５１に接続さ
れる。混合器４８はＩ信号をＢＢ回路４４－１に出力するが、ＢＢ回路４４‐１はＬＰＦ
４５‐１およびゲインブロック４６‐１を含みうる。ＢＢ回路４４－１の出力はＢＢプロ
セッサ４７に入力される。同様に、混合器５０はＱ信号をＢＢ回路４４‐２に出力するが
、ＢＢ回路４４‐２はＬＰＦ４５‐２およびゲインブロック４６‐２を含みうる。ＢＢ回
路４４‐２の出力はＢＢプロセッサ４７に出力される。
【発明の開示】
【０００９】
　本開示の一フィーチャとして、遠隔デバイスにより受信およびチューニングされた、周
波数変調（ＦＭ）信号に基づくラジオ周波数信号（ＲＦ信号）、中間周波数信号（ＩＦ信
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号）およびベースバンド信号（ＢＢ信号）のうちの１つを受信する第１の無線送受信機と
、ＲＦ信号、ＩＦ信号およびＢＢ信号のうちの１つは、遠隔デバイスから携帯電話機に送
信されたものであり、ＲＦ信号、ＩＦ信号およびＢＢ信号のうちの１つを受信し、ＲＦ信
号およびＩＦ信号のうちの１つからダウンコンバートされたＢＢ信号、および、遠隔デバ
イスから受信したＢＢ信号のうちの１つに基づいて、処理済ＦＭ信号を生成するＦＭ処理
モジュールと、ＦＭ放送局選択データを生成するユーザインタフェースと、を備え、第１
の無線送受信機は、ＦＭ放送局選択データを遠隔デバイスへ送信する、携帯電話機が提供
される。
【００１０】
　別のフィーチャとして、携帯電話機は、携帯電話機信号処理を行う携帯電話機処理モジ
ュールをさらに含み、第１の無線送受信機およびＦＭ処理モジュールのいずれかは、集積
回路内に携帯電話機処理モジュールとともに集積される。
【００１１】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機は、処理済ＦＭ信号を遠隔デバイスへ送信
する。
【００１２】
　さらに別のフィーチャとして、ＦＭ放送局選択データを生成するユーザインタフェース
をさらに含み、第１の無線送受信機は、ＦＭ放送局選択データを遠隔デバイスへ送信する
、携帯電話機が提供される。
【００１３】
　別のフィーチャとして、携帯電話機と、遠隔デバイスと、を備えるシステムであって、
携帯電話機は、遠隔デバイスにより受信およびチューニングされた、周波数変調（ＦＭ）
信号に基づくラジオ周波数信号（ＲＦ信号）、中間周波数信号（ＩＦ信号）およびベース
バンド信号（ＢＢ信号）のうちの１つを受信する第１の無線送受信機と、ＲＦ信号、ＩＦ
信号およびＢＢ信号のうちの１つは、遠隔デバイスから携帯電話機に送信されたものであ
り、ＲＦ信号、ＩＦ信号およびＢＢ信号のうちの１つを受信し、ＲＦ信号およびＩＦ信号
のうちの１つからダウンコンバートされたＢＢ信号、および、遠隔デバイスから受信した
ＢＢ信号のうちの１つに基づいて、処理済ＦＭ信号を生成するＦＭ処理モジュールと、を
有し、遠隔デバイスはさらに、アンテナと、アンテナと通信し、ＲＦ周波数をチューニン
グするチューナとをさらに含み、遠隔デバイスは、処理済ＦＭ信号に基づき音声信号を生
成する、システムが提供される。
【００１４】
　さらに別のフィーチャとして、携帯電話機を含むシステムであって、遠隔デバイスをさ
らに含み、遠隔デバイスは、アンテナと、アンテナと通信し、ＲＦ周波数をチューニング
するチューナと、をさらに含む、システムが提供される。追加的フィーチャとしては、遠
隔デバイスは、ＲＦ信号をＲＦ周波数で増幅する増幅器をさらに含む。さらなるフィーチ
ャとして、遠隔デバイスは、ＲＦ信号を混合してＩＦ信号を生成する混合器をさらに含む
。別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＩＦ信号を携帯電話機に送信する第２の無線
送受信機をさらに含む。別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＦＭ放送局を選択すべ
くチューナと通信するユーザインタフェースを含む。
【００１５】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機とＦＭ処理モジュールとは、一集積回路と
して実装される。
【００１６】
　さらに別のフィーチャとして、第１の無線送受信機を介して中間周波数（ＩＦ）信号を
受信することを含む通信方法が提供される。中間周波数（ＩＦ）信号は、遠隔デバイスに
よりラジオ周波数（ＲＦ）からＩＦにチューニングおよびダウンコンバートされた周波数
変調（ＦＭ）信号に基づく。ＩＦ信号はＦＭ処理モジュールを介して受信される。ＦＭ処
理モジュールはＩＦ信号をベースバンド信号に変換し、処理済ＦＭ信号を生成する。
【００１７】
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　別のフィーチャとして、通信方法は、処理済ＦＭ信号を遠隔デバイスに送信することを
含む。
【００１８】
　さらに別のフィーチャとして、通信方法は、ＦＭ放送局選択データを生成し、ＦＭ放送
局選択データを遠隔デバイスに送信することをさらに含む。
【００１９】
　追加的フィーチャとして、通信方法は、処理済ＦＭ信号に基づいて音声信号を生成する
ことをさらに含む。
【００２０】
　別のフィーチャとして、通信方法は、チューナを介してアンテナと通信することをさら
に含む。ＲＦ周波数はチューニングされる。別のフィーチャとして、通信方法は、ＲＦ信
号をＲＦ周波数で増幅することをさらに含む。別のフィーチャとして、通信方法は、ＲＦ
信号を混合し、ＩＦ信号を生成することを含む。別のフィーチャとして、通信方法は、Ｉ
Ｆ信号を携帯電話機に送信することを含む。
【００２１】
　別のフィーチャとして、通信方法は、ＦＭ放送局を選択すべくチューナと通信すること
をさらに含む。
【００２２】
　さらに別のフィーチャとして、遠隔デバイスによりラジオ周波数（ＲＦ）から中間周波
数（ＩＦ）にチューニングおよびダウンコンバートされた周波数変調（ＦＭ）信号に基づ
くＩＦ信号を受信する第１の無線送受信機手段と、ＩＦ信号を受信し、ＩＦ信号をベース
バンド信号に変換し、処理済ＦＭ信号を生成するＦＭ処理手段と、を含む、携帯電話機が
提供される。
【００２３】
　別のフィーチャとして、携帯電話機は、携帯電話機信号処理を行う携帯電話機処理手段
をさらに含み、第１の無線送受信機手段およびＦＭ処理手段のうち少なくともいずれかは
、集積回路内に携帯電話機処理手段とともに集積される。
【００２４】
　さらなるフィーチャとして、第１の無線送受信機手段は、処理済ＦＭ信号を遠隔デバイ
スへ送信する。
【００２５】
　さらに別のフィーチャとして、ＦＭ放送局選択データを生成するユーザインタフェース
手段をさらに含み、第１の無線送受信機手段は、ＦＭ放送局選択データを遠隔デバイスへ
送信する、携帯電話機が提供される。
【００２６】
　別のフィーチャとして、携帯電話機を含むシステムであって、遠隔デバイスをさらに含
み、遠隔デバイスは処理済ＦＭ信号に基づき音声信号を生成する、システムが提供される
。
【００２７】
　さらに別のフィーチャとして、携帯電話機を含むシステムであって、遠隔デバイスをさ
らに含み、遠隔デバイスは、アンテナと、アンテナと通信し、ＲＦ周波数をチューニング
するチューナ手段と、をさらに含む、システムが提供される。追加的フィーチャとしては
、遠隔デバイスは、ＲＦ信号をＲＦ周波数で増幅する増幅器手段をさらに含む。さらなる
フィーチャとして、遠隔デバイスは、ＲＦ信号を混合してＩＦ信号を生成する混合器手段
をさらに含む。別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＩＦ信号を携帯電話機に送信す
る第２の無線送受信機手段をさらに含む。別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＦＭ
放送局を選択すべくチューナ手段と通信するユーザインタフェース手段を含む。
【００２８】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機手段とＦＭ処理手段とは、一集積回路とし
て実装される。
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【００２９】
　さらなるフィーチャとして、遠隔デバイスによりチューニングされた周波数変調（ＦＭ
）信号を含むラジオ周波数（ＲＦ）信号を受信する第１の無線送受信機と、ＲＦ信号を受
信し、ＲＦ信号をベースバンド信号に変換し、処理済ＦＭ信号を生成するＦＭ処理モジュ
ールと、を含む、携帯電話機が提供される。
【００３０】
　別のフィーチャとして、携帯電話機は、携帯電話機信号処理を行う携帯電話機処理モジ
ュールをさらに含み、第１の無線送受信機およびＦＭ処理モジュールのうち一以上は、集
積回路内に携帯電話機処理モジュールとともに集積される。
【００３１】
　さらに別のフィーチャとして、第１の無線送受信機は、処理済信号を遠隔デバイスへ送
信する。
【００３２】
　別のフィーチャとして、携帯電話機は、ＦＭ放送局選択データを生成するユーザインタ
フェースをさらに含み、第１の無線送受信機は、ＦＭ放送局選択データを遠隔デバイスへ
送信する。
【００３３】
　さらに別のフィーチャとして、携帯電話機を含むシステムであって、遠隔デバイスをさ
らに含み、遠隔デバイスは処理済ＦＭ信号に基づき音声信号を生成する、システムが提供
される。
【００３４】
　別のフィーチャとして、携帯電話機を含むシステムであって、遠隔デバイスをさらに含
み、遠隔デバイスは、アンテナと、アンテナと通信し、ＲＦ周波数をチューニングするチ
ューナと、をさらに含む、システムが提供される。別のフィーチャとして、遠隔デバイス
は、チューニングされたＲＦ周波数で信号を増幅する増幅器をさらに含む。別のフィーチ
ャとして、遠隔デバイスは、ＩＦ信号を携帯電話機に送信する第２の無線送受信機をさら
に含む。
【００３５】
　追加的フィーチャとして、第１の無線送受信機とＦＭ処理モジュールとは、一集積回路
として実装される。
【００３６】
　別のフィーチャとして、ＦＭ処理モジュールは、ＲＦ信号をＩＦ信号に変換する中間周
波数（ＩＦ）混合器と、ＩＦ信号をＢＢ信号に変換するＢＢ混合器と、を含む、携帯電話
機が提供される。
【００３７】
　さらに別のフィーチャとして、第１の無線送受信機を介して遠隔デバイスによりチュー
ニングされた周波数変調（ＦＭ）信号を含むラジオ周波数（ＲＦ）信号を受信することと
、ＲＦ信号を受信し、ＲＦ信号をベースバンド信号に変換し、ＦＭ処理モジュールを介し
て処理済ＦＭ信号を生成することと、を含む、通信方法が提供される。
【００３８】
　さらに別のフィーチャとして、通信方法は、処理済信号を遠隔デバイスに送信すること
をさらに含む。別のフィーチャとして、通信方法は、ＦＭ放送局選択データを遠隔デバイ
スに生成および送信することを含む。
【００３９】
　別のフィーチャとして、通信方法は、処理済ＦＭ信号に基づいて音声信号を生成するこ
とをさらに含む。別のフィーチャとして、通信方法は、アンテナと通信してＲＦ周波数を
チューニングすることをさらに含む。さらに別のフィーチャとして、通信方法は、チュー
ニングされたＲＦ周波数で信号を増幅することをさらに含む。別のフィーチャとして、通
信方法は、ＩＦ信号を携帯電話機に送信することをさらに含む。
【００４０】



(9) JP 4944945 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

　追加的フィーチャとして、通信方法は、ＲＦ信号をＩＦ信号に変換することをさらに含
む。ＩＦ信号はＢＢ信号に変換される。
【００４１】
　別のフィーチャとして、遠隔デバイスによりチューニングされた周波数変調（ＦＭ）信
号を含むラジオ周波数（ＲＦ）信号を受信する第１の無線送受信機手段と、ＲＦ信号を受
信し、ＲＦ信号をベースバンド信号に変換し、処理済ＦＭ信号を生成するＦＭ処理手段と
、を含む、携帯電話機が提供される。
【００４２】
　さらなるフィーチャとして、携帯電話機信号処理を行う携帯電話機処理手段をさらに含
み、第１の無線送受信機手段およびＦＭ処理手段のうち一以上は、集積回路内に携帯電話
機処理手段とともに集積される、携帯電話機が提供される。
【００４３】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機手段は、処理済信号を遠隔デバイスへ送信
する。
【００４４】
　さらに別のフィーチャとして、ＦＭ放送局選択データを生成するユーザインタフェース
手段をさらに含み、第１の無線送受信機手段は、ＦＭ放送局選択データを遠隔デバイスへ
送信する、携帯電話機が提供される。
【００４５】
　別のフィーチャとして、携帯電話機を含むシステムであって、遠隔デバイスをさらに含
み、遠隔デバイスは処理済ＦＭ信号に基づき音声信号を生成する、システムが提供される
。
【００４６】
　さらに別のフィーチャとして、携帯電話機を含むシステムであって、遠隔デバイスをさ
らに含み、遠隔デバイスは、アンテナ手段と、アンテナ手段と通信し、ＲＦ周波数をチュ
ーニングするチューナ手段と、をさらに含む、システムが提供される。別のフィーチャと
して、遠隔デバイスは、チューニングされたＲＦ周波数で信号を増幅する増幅器手段をさ
らに含む。別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＩＦ信号を携帯電話機に送信する第
２の無線送受信機手段をさらに含む。
【００４７】
　追加的フィーチャとして、第１の無線送受信機手段とＦＭ処理手段とは、一集積回路と
して実装される。
【００４８】
　さらなるフィーチャとして、ＦＭ処理手段は、ＲＦ信号をＩＦ信号に変換する中間周波
数（ＩＦ）混合器手段と、ＩＦ信号をＢＢ信号に変換するＢＢ混合器手段と、を含む、携
帯電話機が提供される。
【００４９】
　別のフィーチャとして、ベースバンド（ＢＢ）信号を受信する第１の無線送受信機を含
む携帯電話機が提供される。ＢＢ信号は、遠隔デバイスによりラジオ周波数（ＲＦ）から
ＢＢにチューニングおよびダウンコンバートされた周波数変調（ＦＭ）信号に基づく。Ｆ
Ｍ処理モジュールは、ＢＢ信号を受信し、ＢＢ信号に基づいて処理済ＦＭ信号を生成する
。
【００５０】
　さらに別のフィーチャとして、携帯電話機は、携帯電話機信号処理を行う携帯電話機処
理モジュールをさらに含む。第１の無線送受信機およびＦＭ処理モジュールのうち一以上
は、集積回路内で携帯電話機処理モジュールと集積される。
【００５１】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機は、処理済ＦＭ信号を遠隔デバイスへ送信
する。
【００５２】
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　さらに別のフィーチャとして、携帯電話機は、ＦＭ放送局選択データを生成するユーザ
インタフェースをさらに含む。第１の無線送受信機はＦＭ放送局選択データを遠隔デバイ
スへ送信する。
【００５３】
　別のフィーチャとして、システムは携帯電話機を含み、さらに遠隔デバイスを含む。遠
隔デバイスはさらに、処理済ＦＭ信号に基づいて音声信号を生成する。
【００５４】
　追加的フィーチャとして、システムは携帯電話機を含み、さらに遠隔デバイスを含む。
遠隔デバイスは、アンテナと、アンテナと通信してＲＦ周波数をチューニングするチュー
ナとをさらに含む。別のフィーチャにおいて、遠隔デバイスは、チューニングされたＲＦ
周波数でＲＦ信号を増幅する増幅器をさらに含む。別のフィーチャとして、遠隔デバイス
は、ＲＦ信号をＩＦ信号に混合する中間周波数（ＩＦ）混合器をさらに含む。さらに別の
フィーチャとして、遠隔デバイスは、ＩＦ信号をＢＢ信号に混合するＢＢ混合器をさらに
含む。別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＢＢ信号を携帯電話機に送信する第２の
送受信機をさらに含む。
【００５５】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機およびＦＭ処理モジュールは一集積回路と
して実装される。
【００５６】
　さらなるフィーチャとして、遠隔デバイスにより第１の無線送受信機を介してラジオ周
波数（ＲＦ）からベースバンド（ＢＢ）にチューニングおよびダウンコンバートされた周
波数変調（ＦＭ）信号に基づくＢＢ信号を受信することを含む通信方法が提供される。Ｂ
Ｂ信号はＦＭ処理モジュールにより受信される。ＢＢ信号に基づいて処理済ＦＭ信号が生
成される。
【００５７】
　別のフィーチャとして、通信方法は、処理済みＦＭ信号を遠隔デバイスに送信すること
をさらに含む。
【００５８】
　さらに別のフィーチャとして、通信方法は、ＦＭ放送局選択データを生成し、ＦＭ放送
局選択データを遠隔デバイスに送信することをさらに含む。
【００５９】
　追加的フィーチャとして、通信方法は、処理済ＦＭ信号に基づいて音声信号を生成する
ことをさらに含む。
【００６０】
　追加的フィーチャとして、通信方法は、チューナを介してアンテナと通信し、ＲＦ周波
数をチューニングすることを含む。別のフィーチャとして、通信方法は、チューニングさ
れたＲＦ周波数でＲＦ信号を増幅することをさらに含む。さらに別のフィーチャとして、
通信方法は、ＲＦ信号を混合してＩＦ信号を生成することをさらに含む。別のフィーチャ
として、通信方法は、ＩＦ信号を混合してＢＢ信号を生成することをさらに含む。別のフ
ィーチャとして、通信方法は、ＢＢ信号を携帯電話機に送信することをさらに含む。
【００６１】
　さらに別のフィーチャとして、ベースバンド（ＢＢ）信号を受信する第１の無線送受信
機手段を含む携帯電話機が提供される。ＢＢ信号は、遠隔デバイスによりラジオ周波数（
ＲＦ）からＢＢにチューニングおよびダウンコンバートされた周波数変調（ＦＭ）信号に
基づく。ＢＢ信号を受信するＦＭ処理手段もさらに含まれる。ＦＭ処理手段は、ＢＢ信号
に基づいて処理済ＦＭ信号を生成する。
【００６２】
　別のフィーチャとして、携帯電話機は、携帯電話機信号処理を行う携帯電話機処理手段
をさらに含む。第１の無線送受信機手段およびＦＭ処理手段のうち一以上は、集積回路内
で携帯電話機処理手段と集積される。
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【００６３】
　さらなるフィーチャとして、第１の無線送受信機手段は、処理済ＦＭ信号を遠隔デバイ
スへ送信する。
【００６４】
　別のフィーチャとして、携帯電話機は、ＦＭ放送局選択データを生成するユーザインタ
フェース手段をさらに含む。第１の無線送受信機手段は、ＦＭ放送局選択データを遠隔デ
バイスに送信する。
【００６５】
　さらに別のフィーチャとして、システムは、携帯電話機を含み、さらに遠隔デバイスを
含む。遠隔デバイスは、処理済ＦＭ信号に基づいて音声信号をさらに生成する。
【００６６】
　別のフィーチャとして、システムは携帯電話機を含み、さらに遠隔デバイスを含む。遠
隔デバイスは、アンテナと、アンテナと通信してＲＦ周波数をチューニングするチューナ
手段とをさらに含む。別のフィーチャにおいて、遠隔デバイスは、チューニングされたＲ
Ｆ周波数でＲＦ信号を増幅する増幅器手段をさらに含む。さらなるフィーチャとして、遠
隔デバイスは、ＲＦ信号を混合してＩＦ信号を生成する中間周波数（ＩＦ）混合器手段を
さらに含む。別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＩＦ信号を混合してＢＢ信号を生
成するＢＢ混合器手段をさらに含む。さらに別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、Ｂ
Ｂ信号を携帯電話機に送信する第２の送受信機手段をさらに含む。
【００６７】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機手段およびＦＭ処理手段は一集積回路とし
て実装される。
【００６８】
　さらに別のフィーチャとして、アンテナと通信し、ＦＭ周波数をチューニングする周波
数変調（ＦＭ）チューナを含む遠隔デバイスが提供される。無線送受信機は、ＦＭ周波数
で受信されたＦＭ信号に基づいて無線信号を遠隔の携帯電話機に送信する。
【００６９】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機は、遠隔の携帯電話機からＦＭチューニン
グデータを受信し、ＦＭチューニングデータに基づいてＦＭチューナを調節する。
【００７０】
　別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＦＭチューナと通信し、ＲＦ信号を受信する
第１のアンテナをさらに含む。第２のアンテナは、第１の無線送受信機と通信し、無線信
号を送信する。
【００７１】
　追加的フィーチャとして、第１の無線送受信機は、ブルートゥースインタフェースを含
む。
【００７２】
　遠隔デバイスは、チューニングされたＲＦ周波数で信号を増幅する増幅器と、信号をＩ
Ｆ信号に混合する混合器と、をさらに含み、第１の無線送受信機は、ＩＦ信号を遠隔の携
帯電話機に送信し、遠隔の携帯電話機から処理済ＦＭ信号を受信し、遠隔デバイスは、処
理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信号を生成する増幅器もさらに含む。
【００７３】
　さらなるフィーチャとして、遠隔デバイスを含むヘッドセットであって、増幅音声信号
を出力する複数のスピーカをさらに含む、ヘッドセットが提供される。別のフィーチャと
して、遠隔デバイスを複数のスピーカに接続する導体をさらに含み、アンテナは導体に隣
接して延びる、ヘッドセットが提供される。
【００７４】
　別のフィーチャとして、遠隔デバイスを含む衣料品であって、増幅音声信号を出力する
スピーカをさらに含む、衣料品が提供される。別のフィーチャとして、遠隔デバイスを含
むシステムであって、増幅音声信号を出力する複数のスピーカをさらに含む、システムが
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提供される。別のフィーチャとして、システムは、遠隔デバイスを複数のスピーカに接続
する導体をさらに含む。アンテナは導体に隣接して延びる。
【００７５】
　さらに別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、チューニングされたＲＦ周波数でＲＦ
信号を増幅する第１の増幅器をさらに含む。中間周波数（ＩＦ）混合器はＲＦ信号をＩＦ
周波数で増幅する。ＢＢ混合器はＩＦ信号をＢＢ信号に混合する。無線送受信機はＢＢ信
号を遠隔の携帯電話機に送信し、遠隔の携帯電話機から処理済ＦＭ信号を受信する。第２
の増幅器は処理済ＦＭ信号に基づいて、増幅音声信号を生成する。
【００７６】
　別のフィーチャとして、ヘッドセットは遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力する
複数のスピーカをさらに含む。別のフィーチャとして、ヘッドセットは、遠隔デバイスを
複数のスピーカに接続する導体をさらに含み、アンテナは導体に隣接して延びる。
【００７７】
　さらに別のフィーチャとして、衣料品は遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力する
スピーカをさらに含む。
【００７８】
　別のフィーチャとして、システムは請求項６に記載の遠隔デバイスを含み、増幅音声信
号を出力する複数のイヤホンをさらに含む。別のフィーチャとして、システムは、遠隔デ
バイスを複数のイヤホンに接続する導体をさらに含む。アンテナは導体に隣接して延びる
。
【００７９】
　別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＲＦ周波数をチューニングするチューナをさ
らに含む。第１の増幅器はチューニングされたＲＦ周波数で信号を増幅する。無線送受信
機はＲＦ信号を遠隔の携帯電話機に送信し、遠隔の携帯電話機から処理済ＦＭ信号を受信
する。第２の増幅器は、処理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信号を生成する。
【００８０】
　さらに別のフィーチャとして、ヘッドセットは遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出
力する複数のスピーカをさらに含む。別のフィーチャとして、ヘッドセットは、遠隔デバ
イスを複数のスピーカに接続する導体をさらに含む。アンテナは導体に隣接して延びる。
【００８１】
　別のフィーチャとして、衣料品は遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力するスピー
カをさらに含む。別のフィーチャとして、システムは遠隔デバイスを含み、増幅音声信号
を出力する複数のイヤホンをさらに含む。別のフィーチャとして、システムは、遠隔デバ
イスを複数のイヤホンに接続する導体をさらに含む。アンテナは導体に隣接して延びる。
【００８２】
　別のフィーチャとして、アンテナと通信し、周波数変調（ＦＭ）チューナを介してＦＭ
周波数をチューニングすることを含む通信方法が提供される。無線信号は、無線送受信機
を介してＦＭ周波数で受信されたＦＭ信号に基づいて遠隔の携帯電話機に送信される。
【００８３】
　別のフィーチャとして、通信方法は、遠隔の携帯電話機からＦＭチューニングデータを
受信し、ＦＭチューニングデータに基づいてＦＭチューナを調節することを含む。
【００８４】
　さらに別のフィーチャとして、通信方法は、ＦＭチューナと通信し、第１のアンテナを
介してＲＦ信号を受信することをさらに含む。第１の無線送受信機と通信され、無線信号
は第２のアンテナを介して送信される。
【００８５】
　別のフィーチャとして、通信方法は、チューニングされたＲＦ周波数で信号を増幅する
ことをさらに含む。増幅信号は混合されてＩＦ信号を生成する。ＩＦ信号は遠隔の携帯電
話機に送信される。処理済ＦＭ信号が、遠隔の携帯電話機から受信される。増幅音声信号
が処理済ＦＭ信号に基づいて生成される。
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【００８６】
　さらなるフィーチャとして、通信方法は、チューニングされたＲＦ周波数でＲＦ信号を
増幅することをさらに含む。ＲＦ信号が混合されてＩＦ信号を生成する。ＩＦ信号が混合
されてＢＢ信号が生成される。ＢＢ信号は遠隔の携帯電話機に送信される。処理済ＦＭ信
号が、遠隔の携帯電話機から受信される。増幅音声信号が処理済ＦＭ信号に基づいて生成
される。
【００８７】
　別のフィーチャとして、通信方法は、ＲＦ周波数をチューニングすることをさらに含む
。増幅信号がＲＦ周波数でチューニングされる。ＲＦ信号が遠隔の携帯電話機に送信され
る。処理済ＦＭ信号が遠隔の携帯電話機から受信される。増幅音声信号が処理済ＦＭ信号
に基づいて生成される。
【００８８】
　別のフィーチャとして、通信方法は、増幅音声信号を出力することをさらに含む。別の
フィーチャとして、通信方法は、増幅音声信号を出力することをさらに含む。別のフィー
チャとして、通信方法は、増幅音声信号を出力することをさらに含む。
【００８９】
　追加的フィーチャとして、アンテナと通信し、ＦＭ周波数をチューニングする周波数変
調（ＦＭ）チューナ手段を含む遠隔デバイスが提供される。ＦＭ周波数で受信されたＦＭ
信号に基づいて遠隔の携帯電話機に無線信号を送信する無線送受信機手段もさらに含まれ
る。
【００９０】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機手段は、遠隔の携帯電話機からＦＭチュー
ニングデータを受信し、ＦＭチューニングデータに基づいてＦＭチューナを調節する。
【００９１】
　別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＦＭチューナと通信し、ＲＦ信号を受信する
第１のアンテナ手段をさらに含む。第１の無線送受信機手段と通信し、無線信号を送信す
る第２のアンテナ手段もさらに含まれる。
【００９２】
　別のフィーチャとして、第１の無線送受信機手段は、ブルートゥースインタフェース手
段を含む。
【００９３】
　さらに別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、チューニングされたＲＦ周波数で信号
を増幅する増幅器手段と、信号を混合してＩＦ信号を生成する混合器手段と、をさらに含
み、第１の無線送受信機手段は、ＩＦ信号を遠隔の携帯電話機に送信し、遠隔の携帯電話
機から処理済ＦＭ信号を受信し、遠隔デバイスは、処理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信
号を生成する増幅器手段もさらに含む。
【００９４】
　別のフィーチャとして、ヘッドセットは遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力する
音声手段をさらに含む。別のフィーチャとして、ヘッドセットは、遠隔手段を音声手段に
接続する導体手段をさらに含む。アンテナは導体手段に隣接して延びる。
【００９５】
　さらに別のフィーチャとして、衣料品は遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力する
音声手段をさらに含む。別のフィーチャとして、システムは遠隔デバイスを含み、増幅音
声信号を出力する音声手段をさらに含む。別のフィーチャとして、システムは、音声手段
に遠隔手段を接続する導体手段をさらに含む。アンテナは導体手段に隣接して延びる。
【００９６】
　別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、チューニングされたＲＦ周波数でＲＦ信号を
増幅する第１の増幅器手段をさらに含む。ＲＦ信号を混合してＩＦ信号を生成する中間周
波数（ＩＦ）混合器手段も含まれる。ＩＦ信号を混合してＢＢ信号を生成するＢＢ混合器
手段もさらに含まれる。無線送受信機手段はＢＢ信号を遠隔の携帯電話機に送信し、処理
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済ＦＭ信号を遠隔の携帯電話機から受信する。処理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信号を
生成する第２の増幅器手段もさらに含まれる。
【００９７】
　別のフィーチャとして、ヘッドセットは遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力する
音声手段をさらに含む。別のフィーチャとして、ヘッドセットは、遠隔手段を音声手段に
接続する導体手段をさらに含む。アンテナは導体手段に隣接して延びる。
【００９８】
　さらなるフィーチャとして、衣料品は遠隔手段を含み、増幅音声信号を出力する音声手
段をさらに含む。別のフィーチャとして、システムは遠隔手段を含み、増幅音声信号を出
力する音声手段をさらに含む。別のフィーチャとして、システムは、遠隔手段を音声手段
に接続する導体手段をさらに含む。アンテナは導体手段に隣接して延びる。
【００９９】
　別のフィーチャとして、遠隔デバイスは、ＲＦ周波数をチューニングするチューナ手段
をさらに含む。チューニングされたＲＦ周波数で信号を増幅する第１の増幅器手段も含ま
れる。無線送受信機手段はＲＦ信号を遠隔の携帯電話機に送信し、処理済ＦＭ信号を遠隔
の携帯電話機から受信する。処理済ＦＭ信号に基づいて増幅音声信号を生成する第２の増
幅器手段もまた含まれる。
【０１００】
　別のフィーチャとして、ヘッドセットは遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力する
音声手段をさらに含む。別のフィーチャとして、ヘッドセットは、遠隔デバイスを音声手
段に接続する導体手段をさらに含む。アンテナは導体手段に隣接して延びる。
【０１０１】
　追加的フィーチャとして、衣料品は遠隔デバイスを含み、増幅音声信号を出力する音声
手段をさらに含む。別のフィーチャとして、システムは遠隔デバイスを含み、増幅音声信
号を出力する音声手段をさらに含む。別のフィーチャとして、システムは、遠隔デバイス
を音声手段に接続する導体手段をさらに含む。アンテナは導体手段に隣接して延びる。
【０１０２】
　また他のフィーチャとして、上述のシステムおよび方法は、一以上のプロセッサが実行
するコンピュータプログラムにより実装される。コンピュータプログラムは、メモリ、不
揮発性データ記憶装置および／または他の適切な有形の記憶媒体を含むがそれらに限られ
ないコンピュータ読み取り可能な媒体に駐在できる。
【０１０３】
　本発明のさらなる適用範囲は、以降に記載される詳細な記載から明らかになろう。詳細
な記載および特定の例示は、本発明の好適な実施形態を示してはいるが、例示目的のみを
意図しており、本発明の範囲の限定を意図してはいない。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
　本開示は、詳細な説明および添付図面を参照することでより完全に理解されよう。
【０１０５】
【図１Ａ】先行技術による例示的ＦＭ受信機の機能ブロック図である。
【０１０６】
【図１Ｂ】先行技術による第２の例示的ＦＭ受信機の機能ブロック図である。
【０１０７】
【図２】本開示による例示的遠隔デバイスと例示的携帯電話機とを含む携帯電話機システ
ムの機能ブロック図である。
【０１０８】
【図３Ａ】本開示によるヘッドセットの機能ブロック図である。
【０１０９】
【図３Ｂ】本開示によるイヤホンの機能ブロック図である。
【０１１０】
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【図４Ａ】本開示による遠隔デバイスを含む衣料品を図示する。
【図４Ｂ】本開示による遠隔デバイスを含む衣料品を図示する。
【０１１１】
【図５】図２の携帯電話機システムのより詳細な機能ブロック図である。
【０１１２】
【図６】代替例である携帯電話機システムの機能ブロック図である。
【０１１３】
【図７】別の代替例である携帯電話機システムの機能ブロック図である。
【０１１４】
【図８】携帯電話機システムの操作方法を示す論理フロー図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１１５】
　以下の記載は、単に例示目的であり、開示、適用、あるいは利用法を限定することは全
く意図していない。明瞭化目的から、図面を通じて同じ参照番号は類似した部材を表す。
ここで利用されるモジュール、回路、および／またはデバイスといった用語は、一以上の
ソフトウェアあるいはファームウェアプログラムを実行する、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、電子回路、プロセッサ（共有、専用あるいはグループ）、およびメモリ、組み
合わせられた論理回路、および／または、記載した機能を発揮するその他の適切な部材の
ことである。ここで利用される、Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも一つ、といったフ
レーズは、非排他的論理ＯＲを利用する、論理（ＡあるいはＢあるいはＣ）として理解さ
れるべきである。方法内の工程（ステップ）は、順序を替えて実行しても本発明の原理が
変わらない場合があることを理解されたい。
【０１１６】
　携帯電話機ＦＭ受信機は典型的に、チューナ、低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）、オシレータ
、増幅器、フィルタ、変換器など、多数の関連部材を有する。本発明において携帯電話機
システムは、携帯電話機から一以上のこのような部材を分離する。その結果、ＦＭ信号処
理の一部が携帯電話機から遠隔的に実行される。携帯電話機は、以下に詳述するようにＦ
Ｍ信号処理を継続、完了させる。
【０１１７】
　図２を参照すると、携帯電話機システム１００は、遠隔デバイス１１０および携帯電話
機１２０を含むと示されている。携帯電話機システム１００、遠隔デバイス１１０、およ
び携帯電話機１２０は、各々が携帯電話機回路として示されている。遠隔デバイス１１０
は、一以上のＦＭラジオ放送局などの一以上の選択された周波数にチューニングするチュ
ーニングモジュール１２４を含む。チューニングモジュール１２４は入力信号としてＦＭ
信号を受信する一以上のＦＭアンテナ１２６と通信する。低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）１２
８は、選択されたＦＭ信号を増幅し、増幅信号をアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器モ
ジュール１３０に出力する。Ａ／Ｄ変換器１３０は、遠隔デバイス１１０の無線インタフ
ェースモジュール１３２へデジタル信号を出力する。無線インタフェースモジュール１３
２は、無線信号を、アンテナ１３３を介して携帯電話機１２０へ送信する。遠隔デバイス
１１０の一以上の部材をシステムオンチップ（ＳＯＣ）に集積できる。
【０１１８】
　ユーザは、携帯電話機１２０および／または遠隔デバイス１１０への入力を利用して、
特定のＦＭ放送局を選択しうる。ユーザが携帯電話機１２０の入力を使ってＦＭ放送局を
選択する場合、無線インタフェース１３２はさらに、携帯電話機１２０からの周波数デー
タなどのチューニングデータを受信し得、これはチューナ１２４へ出力される。また、遠
隔デバイス１１０は、ユーザ入力１３６を含み得、ユーザ入力１３６によりユーザは放送
局選択、音量調節、および／または初期設定放送局の選択、初期設定放送局の設定、走査
などの他のラジオに基づく機能を行うことができる。携帯電話機１２０のユーザ入力によ
り、さらに、ユーザは音量調節、および／または、初期設定放送局の選択、初期設定放送
局の設定、走査などの他のラジオに基づく機能を行うことができる。



(16) JP 4944945 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

【０１１９】
　無線インタフェース１３２はさらに、処理済ＦＭラジオ信号を携帯電話機１２０から受
信する。受信信号は、アナログ音声信号を出力するデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器
１４２に出力される。Ｄ／Ａ変換器１４２は音声信号を増幅器１４４へ出力し、増幅器１
４４は音声信号を増幅して、該信号を出力ジャック、スピーカなどの出力１４６へ出力す
る。
【０１２０】
　携帯電話機１２０の例示的実施形態を図２に示す。さらに別の種類の携帯電話機を利用
することもできる。携帯電話機１２０は、変調されたＦＭ受信機あるいはＦＭ処理モジュ
ール２００を含み得、これは携帯電話機１２０の無線インタフェースモジュール１６８と
通信しうる。ＦＭモジュール２００は、さらに以下で詳述するがＦＭ信号処理を継続する
。処理が完了すると、ＦＭモジュール２００は処理済みのＦＭ信号を信号処理および／ま
たは制御モジュール１５２へ、および／または無線インタフェースモジュール１６８へ出
力する。制御モジュール１５２から、処理済ＦＭ信号は無線インタフェース１６８へ送ら
れうる、および／または音声出力１５８へ送られうる。無線インタフェースモジュール１
６８は、今度は、無線信号を、アンテナ１６７を介して無線インタフェースモジュール１
３２へ送信する。遠隔デバイス１１０は無線信号を受信して該信号を上述のように出力す
る。
【０１２１】
　スピーカおよび／または出力ジャックでありうる音声出力１５８に加えて、携帯電話機
１２０は、マイクロホン１５６、ディスプレイ１６０および／またはキーパッド、ポイン
ティングデバイス、ボイス駆動、および／または他の入力デバイスなどの入力デバイス１
６２を含みうる。制御モジュール１５２および／または携帯電話機１２０の他の回路（不
図示）は、データ処理、符号化および／または暗号化、計算、データフォーマッティング
および／またはその他の携帯電話機能を行いうる。アンテナ１６７に加えて携帯電話機は
、携帯指定アンテナ１７０を有しうる。
【０１２２】
　携帯電話機１２０は、ハードディスクドライブＨＤＤなどの光学記憶デバイスおよび／
または磁気記憶デバイスにデータを不揮発な形で記憶する大容量データ記憶装置１６４と
通信し得る。ＨＤＤは、直径が約１．８"より小さい一以上のプラッタを含むミニＨＤＤ
であってもよい。
【０１２３】
　携帯電話機１２０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリなどの低レイテンシー不揮発
性メモリ、および／または他の適切な電子データ記憶装置などのメモリ１６６に接続され
うる。携帯電話機１２０はさらに、無線インタフェース１６８を介して、および／または
追加的な無線インタフェース(不図示)を介してＷＬＡＮへの接続を支援しうる。無線イン
タフェースは、電気電子学会（ＩＥＥＥ）規格８０２．１１、８０２．１１ａ、８０２．
１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｈ、８０２．１１ｎ、８０２．１６、８０２．２
０、および／またはブルートゥースのうち少なくともいずれかに準拠しうる。制御モジュ
ール１５２は、ＦＭモジュール２００およびメモリ１６６とともにシステムオンチップ（
ＳＯＣ）に集積されうる。
【０１２４】
　図３Ａを参照すると、遠隔デバイス１１０は、第１の筐体２２４および第２の筐体２２
６を含むヘッドセット２２０とパッケージ化されうる。第１の筐体２２４および第２の筐
体２２６は、スピーカ２３０および２３２を各々収容しうる。遠隔デバイス１１０は第１
の筐体２２４および／または第２の筐体２２６とともにパッケージ化されうる。筐体２２
４および２２６は、ユーザのヘッド上のヘッドセット２２０を支持しうるＣ型部２３０に
より接続されうる。アンテナ１２６はＣ型部２３０を介してルートされうる。筐体２２４
および／または筐体２２６はさらに遠隔デバイス１１０に給電するバッテリ２４０を収容
しうる。
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【０１２５】
　図３Ｂを参照すると、遠隔デバイス１１０はヘッドセット２５０とともに集積され得、
これらは各々第１のイヤホン２４４および第２のイヤホン２４６を含むとして図示されて
いる。第１のおよび第２のイヤホン２４４および２４６は、スピーカ２３０および２３２
を各々含む。イヤホン２４４および２４６は、イヤホン２４４および２４６をユーザの耳
に物理的に装着するデバイス（不図示）を含みうる。遠隔デバイス１１０は、イヤホン２
４４および／またはイヤホン２４６のいずれか、あるいは両方とともに集積されうる。イ
ヤホン２４４および２４６はワイヤ２６０により接続されうる。アンテナ１２６は、ワイ
ヤ２６０とともに集積されてもよく、および／またはワイヤ２６０に隣接されてルートさ
れてよい。イヤホン２４４および／またはイヤホン２４６はさらに、遠隔デバイス１１０
に給電するバッテリ２４０を収容してよい。
【０１２６】
　図４Ａおよび４Ｂを参照すると、遠隔デバイス１１０は、衣料品２６０に装着、および
／または挿入されうる。図４Ａにおいては、衣料品２６０はさらに、スピーカ２７０およ
びバッテリ２７２を含む。図４Ｂにおいては、イヤホン２４４および２４６は、ワイヤ２
６０により遠隔デバイス１１０へ、その出力ジャックを介して接続されうる。アンテナ１
２６は、ワイヤ２６０に隣接して配置される。また他の変形例を考えられる。
【０１２７】
　図５‐７を参照すると、遠隔デバイス１１０および／または携帯電話機１２０に関する
ＦＭ受信機部材の相対配置および位置に関する幾かの変形例が示されている。図５におい
ては、図２の遠隔デバイス１１０のより詳細な図が示されている。ＬＮＡは遠隔デバイス
１１０に配置される。図６においては、ＬＮＡに加えて中間周波数（ＩＦ）混合器が遠隔
デバイス１１０にさらに配置される。図７においては遠隔デバイス１１０に、ＬＮＡに加
えてＩＦ混合器およびベースバンド（ＢＢ）混合器が配置されている。
【０１２８】
　図５において、アンテナ１２６はＦＭ信号を含むＲＦ信号を受信する。ＬＮＡ１２８は
信号を増幅して、Ａ／Ｄ変換器１３０へ該信号を出力する。オプションのフィルタ３００
をＬＮＡ１２８の入力および／または出力で利用することもできる。Ａ／Ｄ変換器１３０
が出力するデジタル信号は、無線ネットワークインタフェース１３２に出力され、無線ネ
ットワークインタフェース１３２は、デジタル信号を無線ネットワーククインタフェース
１６８へ送信する。無線ネットワーククインタフェース１６８は、信号を中間周波数（Ｉ
Ｆ）混合器３０４‐１および３０４‐２へ出力して、ＩＦ混合器３０４‐１および３０４
‐２はさらにオシレータ３０８が出力する参照信号を受信する。ＩＦ混合器３０４‐１お
よび３０４‐２の中間信号出力はオプションとして各々フィルタ３１０および３１２でフ
ィルタにかけられてＢＢ混合器３１２‐１および３１２‐２に入力される。ＢＢ混合器３
１２‐１および３１２‐２はさらに、オシレータ３１６からの参照信号出力を受信する。
ＢＢ混合器３１２‐１および３１２‐２のベースバンド信号出力はオプションとして、フ
ィルタ３２０および３２２によりフィルタにかけられて信号プロセッサ３３０に入力され
、信号プロセッサ３３０はベースバンドＦＭ信号を処理する。
【０１２９】
　処理済ＦＭ信号は信号プロセッサ３３０から無線ネットワークインタフェース１６８へ
出力される。無線ネットワークインタフェース１６８は処理済信号を無線ネットワークイ
ンタフェース１３２へ送信する。無線ネットワークインタフェース１３２は、受信した処
理済信号をデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器１４２へ出力する。Ｄ／Ａ変換器１４２
は上述のようにアナログ信号を増幅器１４４へ出力する。
【０１３０】
　図６において、アナログＩＦ混合器４００が遠隔デバイス１１０と集積される。混合器
４００は第１の混合器４１０‐１および第２の混合器４１０‐２を含む。アナログオシレ
ータ４１４はオシレータ信号を混合器４１０‐１および４１０‐２へ出力する。混合器４
１０‐１および４１０‐２の出力は、オプションとしてフィルタ４１４および４１６で各
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々フィルタにかけられ、Ａ／Ｄ変換器１３０へ出力される。
【０１３１】
　図７において、アナログＩＦ混合器４００は遠隔デバイス１１０と集積される。さらに
、アナログＢＢ混合器４３０は遠隔デバイス１１０と集積される。混合器４３０は第１の
混合器４３２‐１および第２の混合器４３２‐２を含む。アナログオシレータ４３４はオ
シレータ信号を混合器４３２‐１および４３２‐２に出力する。混合器４３２‐１および
４３２‐２の出力はオプションとしてフィルタにかけられ（不図示）、Ａ／Ｄ変換器１３
０へ出力される。理解されうるように、遠隔デバイス１１０内のＡ／Ｄ変換器１３０の位
置を調節することで、混合器４００、４３０のいずれか、あるいは両方がデジタルドメイ
ンに実装されうる。
【０１３２】
　図８を参照すると、携帯電話機システムの操作方法を示す論理フロー図が示されている
。以下の工程は主として図２の実施形態に関して記載されるが、これら工程は、それらの
幾らかを上述した本発明の他の実施形態を包括するよう修正することができる。
【０１３３】
　工程５００において、遠隔デバイスはＦＭ放送局データを受信する。ＦＭ放送局データ
は遠隔デバイスのユーザ入力から受信されうる、または、インタフェース１３２および１
６８のような無線インタフェースを利用して携帯電話機から無線受信されうる。工程５０
２において、遠隔デバイスのチューナは、ＦＭ放送局データに基づいてＦＭ放送局にチュ
ーニングされる。工程５０４において、ＦＭラジオ信号が、アンテナ１２６などの第１の
アンテナを介して受信される。工程５０６において、ＦＭ信号が増幅されて、増幅信号が
生成される。ＦＭ信号はＬＮＡ１２８などのＬＮＡにより増幅されうる。
【０１３４】
　工程５０８において、増幅信号はデジタル信号、あるいは前処理済ＦＭ信号に変換され
る。増幅信号はＡ／Ｄ変換器１３０などのＡ／Ｄ変換器を利用する変換器でありうる。工
程５１０において、前処理済ＦＭ信号は、アンテナ１３３などの第２のアンテナを介して
、携帯電話機に無線信号として無線送信される。
【０１３５】
　追加的な工程を工程５０４‐５１０に組み込んで、上述あるいは以下に示す更なるＦＭ
信号処理を行ってもよい。例えば、中間周波数信号およびベースバンド信号の生成、およ
びこのような信号のフィルタリングを含む工程を追加的に組み込んでもよい。
【０１３６】
　工程５１２において、前処理済ＦＭ信号は、アンテナ１６７などのアンテナを介して携
帯電話機により入力信号として受信される。工程５１４において、前処理済ＦＭ信号は無
線インタフェースを介して、ＦＭ処理モジュール２００などのＦＭ処理モジュールへ渡さ
れる。工程５１６において、ＦＭ処理モジュールあるいは幾らかの他の携帯電話機プロセ
ッサあるいは制御モジュールは元の受信ＦＭ信号の処理を完了する。前処理済ＦＭ信号は
処理済ＦＭ信号へ変換される。
【０１３７】
　工程５１８において、工程１１６からの処理済ＦＭ信号は、遠隔デバイスへ、それ自身
の音声出力用に、あるいは携帯電話機の音声出力用に、送信される。もちろん、処理済Ｆ
Ｍ信号あるいはそれに関するデータは、携帯電話機のメモリあるいは遠隔デバイスのメモ
リに記憶されうる。
【０１３８】
　上述の方法は、長いＦＭアンテナを直接携帯電話機につなぐという必要性に関する幾ら
かの不利な点を軽減する。
【０１３９】
　当業者であれば、上述の記載から幅広い発明の教示が様々な形態で実施可能であること
を理解しよう。したがって、本発明は特定の例示により記載されたが、当業者が図面、明
細書、および添付請求項を見ることで他の変形例も明らかであるので、本発明の真の範囲
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